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全
国
介
護
付
き
ホ
ー
ム
協

会
（
介
ホ
協
、
老
松
孝
晃
代

表
理
事
）
は
21
日
、
23
年
度

総
会
を
開
催
し
た
。

　

老
松
孝
晃
代
表
理
事
は
開

会
に
あ
た
り
、「
昨
年
度
は
協

会
の
会
員
数
が
92
増
加
と
、

過
去
最
高
の
伸
び
幅
と
な
っ

た
。
昨
今
の
物
価
高
な
ど
の

苦
し
い
経
営
環
境
の
表
れ
だ
。

来
年
の
ト
リ
プ
ル
報
酬
改
定

に
向
け
て
、
今
年
は
勝
負
の

年
だ
。
協
会
は
介
護
報
酬
の

増
額
を
訴
え
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
介
ホ
協
で
は

昨
年
度
、「
入
会
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、コ
ー

ル
ア
ポ
イ
ン
ト
、
Ｄ
Ｍ
な
ど

を
実
施
。
地
道
な
活
動
が
奏

功
し
た
か
た
ち
だ
。

　

総
会
に
は
、
厚
労
省
老
健

局
の
大
西
証
史
局
長
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。「
介
護

付
き
ホ
ー
ム
は
要
介
護
３
以

上
の
高
齢
者
の
終
（
つ
い
）

の
住
家
。
特
養
ホ
ー
ム
と
並

ん
で
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉

に
お
け
る
期
待
と
役
割
は
大

き
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し

た
今
後
は
、
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

23
年
度
の
事
業
計
画
と
し

て
は
、
介
護
報
酬
の
向
上
、

入
会
の
促
進
を
通
じ
た
組
織

力
の
強
化
、
経
営
品
質
向
上

の
た
め
の
会
員
企
業
の
協

業
、
の
強
化
を
掲
げ
た
。
特

に
３
つ
目
の
経
営
品
質
の
向

上
に
関
し
て
は
、
会
員
企
業

の
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
の
導
入
と
、

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
の
支
援
を
行
う
。

　

総
会
の
後
は
、
兵
庫
県
立

大
学
大
学
院
の
香
取
照
幸
特

任
教
授
が
「
社
会
保
障
を
め

ぐ
る
動
き
と
介
護
付
き
ホ
ー

ム
に
期
待
す
る
も
の
」
と
題

し
て
、
講
演
を
行
っ
た
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
介
護
保
険
の
理
念
で
あ
り
、

そ
の
到
達
点
だ
。
施
設
と
在

宅
、
医
療
と
介
護
の
二
元
論

を
克
服
し
、顔
の
見
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
」
と
し
た

上
で
、「
民
間
の
介
護
付
き

ホ
ー
ム
は
、
高
齢
者
の
住
ま

い
の
選
択
肢
を
拡
大
す
る
」

と
、
そ
の
意
義
を
語
っ
た
。

　

高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
介
護
職
に
よ

る
口
腔
ケ
ア
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
ク
ロ
ス
ケ
ア
デ

ン
タ
ル
（
福
岡
市
、
瀧
内
博

也
代
表
取
締
役
）
は
27
日
、

同
社
の
誤
嚥
性
肺
炎
ゼ
ロ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
実

績
を
上
げ
た
介
護
事
業
所
や

職
員
を
表
彰
す
る
「
ゼ
ロ
プ

ロ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
」を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
入
院
の

減
少
や
口
腔
機
能
評
価
な

ど
、
客
観
的
な
基
準
に
よ
り

最
も
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た

社
会
福
祉
法
人
青
山
会
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
わ
の
み

荘
が
総
合
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
。

　

ゼ
ロ
プ
ロ
ア
ワ
ー
ド
は
、

介
護
事
業
所
で
の
介
護
職
主

体
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
が
高
齢

者
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
昨
年
か
ら
開
催
。

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

２
０
２
２
年
４
月
〜
23
年
３

月
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、

６
つ
の
部
門
に
分
け
て
事
業

者
と
個
人
そ
れ
ぞ
れ
を
表
彰

し
た
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
予
防
部
門
で

は
、
１
年
間
で
肺
炎
に
よ
る

入
院
日
数
が
減
少
し
た
実
績

を
ラ
ン
ク
付
け
し
た
。
第
１

位
を
獲
得
し
た
の
は
特
養

ホ
ー
ム
松
生
園
で
、
２
８
８

日
だ
っ
た
入
院
が
98
日
ま
で

減
っ
た
。
１
人
あ
た
り
で
は

マ
イ
ナ
ス
３
・
８
日
だ
。

　
「
朝
食
と
夕
食
後
に
口
腔
ケ

ア
を
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
ま
で
心

が
け
て
行
う
よ
う
に
し
た
。

そ
の
結
果
が
数
値
と
し
て
も

出
た
こ
と
が
嬉
し
い
」（
松
生

園
）
と
喜
び
の
声
を
上
げ
た
。

　

特
養
く
わ
の
み
荘
は
、
口

腔
機
能
評
価
（
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ
）

に
よ
る
平
均
点
が
５
・
44
か

ら
３
・
94
ま
で
低
下
。
数
値

が
低
く
な
っ
た
の
は
機
能
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

３
点
台
に
な
る
と
肺
炎
の
発

症
率
は
大
き
く
減
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
職
員

１
人
あ
た
り
の
口
腔
ケ
ア
実

施
回
数
や
ケ
ア
の
質
向
上
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
回
数

な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
た

う
え
で
、
総
合
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
。

　

ク
ロ
ス
ケ
ア
デ
ン
タ
ル
の

瀧
内
代
表
は
、「
私
た
ち
が
考

案
し
た
口
腔
ケ
ア
は
と
て
も

シ
ン
プ
ル
で
誰
も
が
で
き
る
。

福
祉
用
具
貸
の
貸
与
期
間

「
想
定
よ
り
短
い
」４
割

日
福
協
調
査

　

日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会

は
23
日
、
都
内
で
定
時
総
会

を
開
催
し
小
野
木
孝
二
理
事

長
を
再
任
し
た
。
小
野
木
理

事
長
は
今
年
度
の
重
要
課
題

で
あ
る
福
祉
用
具
の
販
売
・

貸
与
品
の
議
論
対
応
に
つ
い

て
、
４
月
に
行
っ
た
調
査
で

利
用
者
の
約
６
割
の
福
祉
用

具
貸
与
期
間
が
使
用
想
定
期

間
内
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
購

入
す
る
と
、
貸
与
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
比
べ
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
。

近
く
再
開
さ
れ
る
厚
生
労
働

省
の
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売

種
目
の
あ
り
方
検
討
会
で
貸

与
で
の
利
用
継
続
を
主
張
し

て
い
く
と
語
っ
た
。

　

こ
の
緊
急
調
査
で
は
福
祉

介
護
ロ
ボ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等

各
種
研
修
会
の
実
施
へ

ふ
く
せ
ん
社
員
定
時
総
会

　

全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
協
会（
岩
元
文
雄
理
事
長
）

は
22
日
に
定
時
社
員
総
会
を

開
催
し
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
業
務
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
関
す
る
研

小
口
氏
が
理
事
長
就
任

日
本
老
人
福
祉
財
団

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

〈
ゆ
う
ゆ
う
の
里
〉
を
全
国

７
カ
所
で
運
営
す
る
日
本
老

人
福
祉
財
団
は
６
月
23
日
、

新
体
制
を
発
表
、
小
口
明
彦

常
務
理
事
が
理
事
長
に
就
任

し
た
。

　

小
口
氏
は
桃
山
学
院
大
学

用
具
の
貸
与
サ
ー
ビ
ス
を
終

了
し
た
利
用
者
３
８
２
４
人

に
、
貸
与
サ
ー
ビ
ス
開
始
時

に
ど
の
程
度
の
期
間
利
用
予

定
だ
っ
た
か
、
実
際
ど
の
程

度
の
期
間
利
用
し
た
か
を
質

問
。
速
報
値
で
は
「
想
定
し

た
期
間
よ
り
短
か
っ
た
」
が

41
・
３
％
、「
想
定
し
た
期

間
に
近
い
」が
22
・
１
％
、「
想

定
し
た
期
間
よ
り
長
い
」
は

13
・
７
％
だ
っ
た
。

を
卒
業
し
た
１
９
８
２
年
に

同
団
（
当
時
は
財
団
法
人
）

に
入
職
。
99
年
に
浜
松
〈
ゆ

う
ゆ
う
の
里
〉
施
設
長
、
03

年
に
京
都〈
ゆ
う
ゆ
う
の
里
〉

施
設
長
と
歴
任
。
13
年
に
本

部
サ
ー
ビ
ス
支
援
部
長
、
15

年
に
理
事
、
21
年
か
ら
は
常

務
理
事
を
務
め
て
い
た
。

修
会
の
開
催
な
ど
を
含
む
事

業
計
画
を
承
認
し
た
。

　

新
た
な
研
究
・
研
修
活
動

と
し
て
介
護
施
設
や
在
宅
で

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上

に
関
す
る
研
修
会
の
ほ
か
、

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
研
修

会
も
新
規
で
実
施
す
る
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
任
理

事
に
黒
岩
嘉
弘
氏
（
テ
ク
ノ

エ
イ
ド
協
会
常
務
理
事
）、

鈴
木
み
ど
り
氏
（
ト
ッ
プ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取

締
役
社
長
）、
顧
問
に
荒
井

祐
子
氏
（
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
取

締
役
会
長
）が
選
任
さ
れ
た
。

け
れ
ど
も
そ
れ
を
週
２
回
正

し
く
継
続
す
る
こ
と
が
実
は

難
し
く
も
あ
る
。
そ
の
努
力

の
背
後
に
守
ら
れ
て
い
る
命

が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て

思
っ
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん

に
は
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者

を
讃
え
た
。

誤嚥性肺炎ゼロプロジェクト
特養くわのみ荘 グランプリ受賞

クロスケアデンタル主催

協
会
員
92
増 
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最
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全
国
介
ホ
協
23
年
度
総
会

老松代表理事

小口氏
　

Ａ
：
年
次
有
給
休
暇
の
５
日
取
得
が

義
務
付
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
な

ん
と
か
消
化
し
て
も
ら
う
手
立
て
と
し

て
の
ご
質
問
だ
と
は
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
出
来

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

く
ま
で
就
業
規
則
に
基
づ
き
「
お
盆
休

暇
」と
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
の
で
、

年
次
有
給
休
暇
に
あ
て
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
年
次
有
給
休
暇
は
労
働
日
に
取

得
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
休
暇
は

「（
労
働
日
の
）
労
働
義
務
が
免
除
さ
れ

る
日
」
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
し
て
、

休
暇
の
中
に
は
法
律
上
、
当
然
に
設
定

す
べ
き
年
次
有
給
休
暇
や
子
の
看
護
休

暇
な
ど
の
法
定
休
暇
と
就
業
規
則
等

で
、
事
業
所
が
独
自
（
任
意
）
で
設
定

す
る
法
定
外
休
暇
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
場
合
の
お
盆
休
暇
は
法
定
外
休
暇
と

し
て
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
の
で
、

そ
の
日
を
法
定
休
暇
で
あ
る
年
次
有
給

休
暇
に
あ
て
る
の
は
文
脈
か
ら
考
え
て

も
お
か
し
い
こ
と
で
す
。

　

あ
く
ま
で
年
次
有
給
休
暇
は
、
年
次

有
給
休
暇
以
外
の
休
暇
と
な
っ
て
い
な

い
労
働
日
に
取
得
で
き
る
も
の
で
す
。

も
し
、
お
盆
に
年
次
有
給
休
暇
を
消
化

し
て
も
ら
お
う
と
思
う
と
、
少
な
く
と

も
お
盆
休
暇
を
廃
止
し
て
就
業
規
則
等

を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
は
「
就
業
規
則
の
不

利
益
変
更
」
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
そ

う
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
度
な
理
由
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
夏
に
取

得
し
て
も
ら
う
し
か
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
い
う
場
合
は
、
か
な
り
丁
寧
に
職

員
の
方
に
説
明
し
て
同
意
を
取
り
付
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
計
画
年
休
制

度
の
利
用
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

計
画
年
休
制
度
に

よ
り
職
員
の
方
が
い
っ
ぺ
ん
に
同
一
日

に
休
む
こ
と
を
回
避
し
な
が
ら
年
次
有

給
休
暇
を
消
化
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。な
お
、

計
画
年
休
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

就
業
規
則
に
根
拠
に
な
る
規
定
、
そ
し

て
労
使
協
定
が
必
要
な
こ
と
は
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
計
画
年
休
の

労
使
協
定
は
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出

義
務
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
付
け
加
え

て
お
き
ま
す
。

　
（
糀
谷
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
代

表　

糀
谷
博
和
）

Ｑ
：
当
法
人
は
、
夏
に
５
日
間
、

就
業
規
則
に
基
づ
き
お
盆
休
暇

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
年
次
有

給
休
暇
の
5
日
取
得
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
盆

休
暇
に
本
人
の
年
次
有
給
休
暇

を
消
化
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
何
か
問
題
あ

り
ま
す
か
？

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

754お盆休暇は年次有給休暇の対象外

取
引
先
と
電
子
デ
ー
タ
で
や

り
取
り
し
た
請
求
書
・
領
収

書
・
契
約
書
・
見
積
書
な
ど
を
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
形

で
デ
ー
タ
の
状
態
で
保
存
す

る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
と
電
子
帳
簿

管
理
者
向
け
に
解
説

日
福
協

　

日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会

（
小
野
木
孝
二
理
事
長
）
は

７
月
19
日
、「
い
よ
い
よ
始

ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
と
電
子
帳

簿
保
存
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
対

策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

今
年
度
第
１
回
の
経
営
研
究

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
。

　

10
月
か
ら
は
、
取
引
事
業

者
か
ら
求
め
ら
れ
た
際
に
、

登
録
事
業
者
に
消
費
税
率
な

ど
を
記
載
し
た
「
適
確
請
求

書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）」
の
交

付
を
義
務
づ
け
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
る
。
現
在
は

免
除
さ
れ
て
い
る
年
間
売
上

１
千
万
円
以
下
の
個
人
事
業

主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の

登
録
事
業
者
に
消
費
税
の
納

税
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
来
年
１
月
か
ら
は

　

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い

て
、
元
財
務
省
官
僚
の
松
崎

啓
介
税
理
士
が
、
福
祉
用
具

事
業
の
経
営
者
や
管
理
担
当

者
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
税

理
士
向
け
に
解
説
す
る
。

　

時
間
は
13
〜
15
時
。
参
加

費
は
会
員
無
料
、
非
会
員
は

２
千
円
（
税
込
）。

　

締
め
切
り
は
７
月
12
日
。

申
し
込
み
は
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。


